
 

 

 

 

                                                             

                     

 

 

 

 

 

 

 

 

日 時  平成 2８年８月 1８日（木）、８月 19日（金） 

場 所  大畑山青少年野外活動センター（アクトランドＹＡＯ） 

     八尾市立高安小学校・高安中学校 

 
八尾市立小中学校初任者教員を対象に、八尾市立大畑山青少

年野外活動センター（アクトランド YAO）と八尾市立高安小

学校・高安中学校にて 2日間の研修を実施しました。 

この研修は、八尾の文化や自然について体験を通じて学び、

八尾の将来を支える子どもたちを育てる教員の資質向上を図

り、自然体験学習についての技法や効果について理解を深める

こと、また、実践交流や体験活動を通じて、教職員相互の交流

を深め、知見を広めることを目的として行いました。 

 講義、交流、野外活動の中で、初任者が力を合わせて課題に

取り組んだり、お互いの実践を交流したりしながら学ぶ姿がた

くさん見られました。 

 
【研修内容の紹介】 

＜1日目＞ 

自然体験研修Ⅰ「飯ごう炊さん」（裏面紹介） 

 

自然体験研修Ⅱ「山の自然を使った教材づくり」 

 

自然体験研修Ⅲ「キャンプファイアーゲーム」披露会 

 

＜２日目＞ 

八尾を学ぶⅠ「八尾歴史探訪オリエンテーリング～古墳にコーフン!!～」 

 

研修「子ども理解について」「道徳の授業づくり」「初任者実践交流会」 

 

八尾を学ぶⅡ「河内音頭」 

 

 

 

 

 

 

 

初任者研修 ～大畑山研修～ 

  



自然体験研修Ⅰ「飯ごう炊さん」（一部紹介） 

 

大畑山青少年野外活動センター 副所長の宮嶋 啓太

さんから「飯ごう炊さん」の理論と実践について講義を

していただき、その後、実際に飯ごう炊さんを行いまし

た。この活動のねらいは何かを予め考え、飯ごう炊さん

の流れや安全に配慮すべき点、燃えやすい木の種類や軍

手の色による用途などを確認し、グループ別活動でカレ

ーを作りました。 

初任者は「活動のねらいを明確にしなければいけない」

「火の扱いや、鍋をさわる時や刃物の取り扱いなど、注

意する点が多くある。」「役割分担をきちんと人数分作っておく必要がある」など、多くを学び

ました。 

 

 

 

 

 

 八尾市立学校教員を対象に、教育サポートセンター

にて、関西外国語大学 中嶋 洋一 教授を招聘し、

「教師のゴール設定が適切なら生徒は必ず伸びる」と

題した中学校英語講座を実施しました。 

 “自分自身の授業を受けたいと思えるか”という心に響

く中嶋教授の問いかけからスタートした研修は、生徒が

引き込まれる授業のアイデアがたくさんつまったもので

した。 

参加者は今後の授業に活かそうと熱心に取り組んでい

ました。 

 

 

 

 

 

本研修は、児童・生徒の道徳性の育成に向け、道徳教育
の在り方や道徳の時間の授業づくりについて研修し、教
職員の指導力及び資質の向上を図ることを目的として行
っています。 
講師として四天王寺大学 杉中 康平 准教授を招聘

し、「伝記偉人伝を題材とした道徳授業づくり～『わたし

たちの道徳』を活用して～」と題した講演を行っていただ

きました。 

杉中先生ご自身による模擬授業では、発問の種類やタイ

ミング、深め方等、たくさんの引き出しから様々な授業の

アイデアをご講義頂きました。 

グループワークでは、多くの意見が出る活発な研修とな

りました。 

平成 28 年度 授業力向上研修「中学校英語講座」  

平成 28 年度 授業力向上研修「道徳講座」 

  


